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	 原子番号77を超える重元素のプロメチウム様多価イオンは、アルカリ金属様の基底

状態4f145sをもつことが理論的に予測されている[1-4]。そのため、beam-foil実験

[5-6]、電子ビームイオントラップ(EBIT)[7-8]、	Tokamakプラズマ[9]などで5s-5p

共鳴線の探索が数多く行われてきたが、予測される共鳴線ははっきりとは同定されな

かった。著者らは、小型電子ビームイオントラップ（CoBIT）で測定されたビスマス

(Bi)イオンの極端紫外域スペクトルを詳細に分析し、プロメチウム様多価イオンの

5s-5p共鳴線は極めて弱い発光しか示さないことを明らかにした[10,11]。むしろ、長

寿命の準安定励起状態4f135s2のポピュレーションが基底状態の10倍程度（population	

trapping）にもなり、そこからの4f135s2-4f135s5p遷移による発光が支配的になる。一

方、サマリウム様多価イオンの場合には、4f145s2	1S0基底状態のポピュレーションが

支配的であり、4f145s5p	3P0準安定励起状態にはpopulation	trappingが起こらないこ

とを示した[12]。	

また、金(Au)からタングステン(W)までのプロメチウム様多価イオンのEUVスペクト

ルの分析を系統的に行い、いずれも4f135s2-4f135s5p遷移による発光が支配的になるこ

とを示した。ところが、プロメチウム様W13+イオンの衝突・輻射モデルについては、

CoBITの電子密度を数桁も過小評価する結果となった[12]。	
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